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ブナの⼤海原が育む命の源流
ー 海が眠る⼤峡⾕ ー



上︓⾼妻⼭から奥裾花を望む  下︓奥裾花⼤橋付近から裾花川上流⽅向を望む





陸上での⽕⼭活動が始まり、飯縄⼭や妙⾼⼭、
⿊姫⼭などの⽕⼭群が次々に誕⽣しました。
⼾隠連峰などの⾮⽕⼭群は⻑い年⽉をかけて
⾵⾬による浸⾷を続けました。こうして、今
の奥裾花の姿がつくられていきました。

やがて⼤地を押し上げる⼒（隆起）や海底の
⽕⼭活動により、海が陸地になりました。さ
らに陸地は盛り上がり、浸⾷も加わることで、
⼭へと姿を変えていきました

太古の昔、この辺り⼀帯は海の底でした。や
がて北アルプスの隆起などにより周囲の⼭々
からの⼟砂の堆積や、海底⽕⼭活動による噴
出物などにより、海の中がだんだんと埋め⽴
てられていきました。



険しい姿の独⽴峰・⾼妻⼭

⼾隠連峰・堂津岳など

地下深くからマグマが上昇し、冷えて固まっ
た貫⼊岩です。周囲の地層に⽐べ硬いので、
独⽴峰として削り残されました。この上昇
とともにこの⼀帯が隆起したものと考えら
れ、その隆起は今も続きます。

約 500万年前の海底⽕⼭の噴出物が堆積
した硬い地層でできていて、険しい⼭並み
となっています。この地域の隆起や地層の
褶曲によってこれらの⼭ができたので、奥
裾花の東⻄にこうした険しい⼭々がそびえ
ています。

向
㔓㔄㔗㕃

斜構造（⽇影向斜）
⼩沢橋を境に、地層の傾きが違っています。
太平洋プレートの動きで東⻄⽅向の圧縮の⼒
が加わり、地層がたわんだ部分になります。
（⼾隠地質化⽯博物館提供）

千畳敷岩
硬い砂岩でできた約300万年前
の地層が傾いてできた⼀枚岩。そ
の岩の表⾯には規則的な「うねり」
がみられ、海底だった際に波や⽔
流がつくった「さざ波の跡（リップ
ルマーク）」とされています。

団塊（ノジュール）

ポットホール
（通称︓猿の⽔飲み場）

バームクーヘン状の地層
炭酸カルシウムが地層の
中で集まって硬くなった
ものです。この地では道
祖神に利⽤されていた例
もあるそうです。

⽔や⼩⽯が渦を巻きなが
ら削られてできた⽳です。
猿（ましら）橋の近くに
ある砂岩の露頭でみるこ
とができます。

砂岩と泥岩が重なった地層です。
地層が曲がっているように⾒えま
すが、実際には曲がっていません。
「錯覚・錯視」と⾔われる不思議な
現象をみることができます。



苔むす湧⽔の⽔辺
⽔が冷たく夏でも⽔温は約10℃です。

濁川

平成9年5⽉に発⽣した地すべり
写真は平成10年11⽉に撮影された
ものです。（⼾隠地質化⽯博物館提供）

地すべりで崩壊した⼟砂によって
できたせき⽌め湖（天然ダム）
（⼾隠地質化⽯博物館提供）

今池湿原の南側の地すべり跡地
アンカー⼯や杭打⼯などの対策
が⾏われました。

木曽義仲伝説　【木曽殿アブキ】　　



胸⾼断⾯積
①幹の直径を計測
②断⾯の⾯積を計算

・鍋倉⼭のブナ林︓96%
・カヤの平のブナ林︓94.7%
・⽇本海側の成熟したブナ林︓80 〜 90%

県内の有名なブナ林に並ぶ
発達したブナ林︕

●有名なブナ林と
 ⽐べると・・・

［ 図 胸⾼断⾯積合計の割合 ］
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［ 図 ブナの胸⾼直径と樹⾼の関係 ］
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倒れて朽ちつつあるブナ
1998 年の調査で確認されていた巨⽊であると思われます。

ブナの成熟林
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倒⽊のあるブナ林



シラネアザミ ミヤマコゴメグサ

ハクサンオミナエシ

ツバメオモト

ミヤマママコナ

ニリンソウ

ヤハズトウヒレン

サンカヨウ



ブナ林の中に設置した無⼈撮影カメラでは、
ツキノワグマが最も多く撮影されました。
ニホンジカの姿も多く、奥裾花地域で増加し
ている様⼦がうかがえます。

無⼈撮影カメラでは、早朝と⼣⽅に活動が
活発になる傾向がみられました。

（カメラは 7 〜 9 ⽉に設置しました）
キツネやテンなど⾁⾷・雑⾷の中型哺乳類は、ネズミ類やノウサギな
どを捕⾷して⽣活しています。カメラでは、ノウサギが通過して 1 時間
半後にキツネが写りました。広いブナ林の中で、⽣死をめぐるドラマが
展開されているのかもしれません。

捕 
⾷ 

者

⾮ 

捕 

⾷ 

者

［ 図 クマやシカなど⼤型哺乳類の撮影頻度 ］

［ 図 ツキノワグマの活動時間 ］
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オオチャイロハナムグリの幼⾍は、ブナなどの⼤⽊の樹洞内に堆積した朽⽊を⾷べ
て成⻑します。成⾍は麝⾹（じゃこう）のようなニオイを発します。

ヨコヤマヒゲナガカミキリの幼⾍もブナ
の材を⾷べます。ブナ林を中⼼に⾃然度
が⾼い森林に⽣息します。

体はとても扁平でメタリック
調の独特な⾊合いです。
⼤きなアゴで他の昆⾍を捕ま
えて⾷べます。

美しい⻘⾊に⽔⽟のような⿊
模様を持つきれいなカミキリ
ムシです。
ブナやナラ類などの広葉樹林
に⽣息します。

ルリヒラタムシ

ルリボシカミキリ マガタマハンミョウ



※⻑野県の事業である明治百年の記念事業の⼀環として、特にすぐれた⾃然⾵景地が⾃然園
に指定されました。奥裾花⾃然園と蓼科御泉⽔の 2 箇所が初めての指定となります。

キビタキ ノジコ エナガ

ブナ林の保護



［ 図 ⽔温の季節変化（左︓湿原・湿地 右︓池） ］
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ミズバショウが群⽣する今池湿原

今池湿原

こうみ平湿原

オオカサスゲ

エゾユズリハ テツカエデ

ヒロハノドジョウツナギ
⼤型のスゲ類で、種名の「笠
菅」はスゲを編んで作る笠

（菅笠）の材料として栽培し
たことに由来するとされます。

多雪地に⽣育する低⽊で、新葉が出てか
ら古い葉が落ちるので「譲り葉」の名が
あるとされます。

材や樹⽪が⿊く、鉄に⾒⽴てたことから
名前がついたとされます。

「ドジョウツナギ」の名前は、
捕ったドジョウを茎に通して
持ち帰ったことによるとの説
や、ドジョウが寄る⽔辺に⽣
えるためとの説も。



元池
⽔深が深く、⽔⽣植物はほとんどみら
れません。

湧⽔からなる湿性地
ブナ林の遊歩道脇などに湿
性地が点在します。

オノエヤナギ
牧野富太郎⽒が⾼知県
で発⾒し、「峰 ( お ) の上
柳」と命名されました。

ヤマドリゼンマイ
名前の由来は、ヤマドリ
がすむような所に⽣える
ためとされます。

吉池
池のほとりにトチノキの⼤⽊があり、
独特の景観をみせています。

元池の流⼊部
流⼊した⼟砂が堆積し、ヤチダモやク
サソテツなど湿性地を好む植物が⽣育
します。

吉池
⽔際の⽔深が浅い場所にはオオカサス
ゲなどのスゲ類が繁茂します。

アズマナルコ
⽇当たりのよい⽔辺に⽣育する⼤型のス
ゲ類。穂が下に垂れるため、「鳴⼦」( スズ
メおどし) に⾒⽴てて名前がついたとも。

ひょうたん池
ブナに囲まれた池で、ハイイヌガヤや
エゾユズリハなど多雪地に多い矮性低
⽊がみられます。



1cm にも満たない⼩さな甲⾍類で、よく
⾒ると湿原の泥の上を歩き回っています。

幼⾍も陸で過ごすことから、⽔
辺ではなく主にブナ林内でみら
れます。

⾦属性の光沢があるハムシ類で、成⾍は夏を中⼼
にみられ、主にスゲ類の花に集まって花粉などを
⾷べます。

ミスズコヤガ

ヨシカレハ

ハガタエグリシャチホコ

キヌツヤミズクサハムシ

エゾクロギンガ

アオナミシャク

ヒメボタルオオハンミョウモドキ

ライトトラップ



湿原のみで
確認した種

流⽔性の種

カクツツトビケラの仲間

マダラカゲロウの仲間

オオルリボシヤンマ

オオコオイムシ



アズマヒキガエル

タゴガエルヤマアカガエル

いろいろな⾊のモリアオガエル

アマガエルと同
じように周りに
あわせて体⾊が
変わります。

モリアオガエル
にそっくりです
が、⽬の⾊の⻩
⾊が強いです。

シュレーゲルアオガエル

クロサンショウウオの卵のう
アケビのような卵のうの中に
は数⼗の卵があります。

モリアオガエルの卵塊
⽩いボール状の泡の中には数
百の卵が含まれます。



クロサンショウウオ・
幼⽣

ヒダサンショウウオ・
幼⽣

ハコネサンショウウオ・
幼⽣

未知のサンショウウオ ?



笠原⾥恵 ⽒（信州⼤学理学部助教授）

井⽥秀⾏ ⽒（信州⼤学教育学部教授） ⽥辺智隆 ⽒（⼾隠地質化⽯博物館研究員）

岸元良輔 ⽒（元⻑野県環境保全研究所⾃然環境部⻑）

佐藤直樹 ⽒（妙⾼⾼原ビジターセンター学芸員）

中村寛志 ⽒（信州⼤学名誉教授）

有識者の方々にも価値を認められた奥裾花の自然
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気候変動と湿原の変化



現在は⽔路状の流路となり、
ミズバショウの⽣育も限定的です。

5 ⽉は⽔際にミズバショウが⽣育しますが、夏から秋はヨシ等が繁茂し、
ミズバショウが隠れている。

葉の数が少ないため、ミズバショウが
⼩さく⾒えます。

株分かれして葉の数が多いため、
株が⼤きく⾒ごたえがあります。

かつては湿原全体に
⽔が⾏き渡っていました。

（⻑野市⻤無⾥⽀所提供）



ミヤママンネングサ

フジアザミ

ミツバフウロ

オサシダ

チョウジギクオオシラヒゲソウ
亜⾼⼭〜⾼⼭の岩場に⽣
育。夏に⻩⾊の可憐な花
をつけます。

フォッサマグナ要素の植
物で、花が⼤型のアザミ
類です。

⼭地の草地に⽣育。花は
淡紅紫⾊で 7 〜 10 ⽉に
開花します。

岩場でよくみられ、葉の
形が機織り機の「筬（お
さ）」のようです。

湿った斜⾯に⽣育。8 〜
10 ⽉に⻑い柄の先に⻩
⾊い花を咲かせます。

⽇本海側の湿った岩など
に⽣育し、8 〜 9 ⽉に⽩
い花を咲かせます。



キタガミトビケラ
瀬の⽯にくっつき、筒状の巣から肢を上流
に向けて広げ、流下物を捕まえて⾷べます。

ヘビトンボ

ヘビトンボ ( 成⾍ )

体⻑ 6cm に達する⼤型の⽔⽣昆⾍
腹節側⾯には⾜のような付属器が、
腹節下⾯には総状のエラがあります。

ノギカワゲラ
⽔しぶきが当たる⾶沫帯に
⽣息します。宇宙⼈のよう
な姿をしています。

成⾍になると
⽔から外に出
ます。

ブユ
⽯の表⾯に尾部の吸盤で付着し、流れてくる有機物な
どを濾しとって⾷べます。
⽣息場所を離れる際は、粘液を⽷状に伸ばして流れに
のって移動します。

ヒゲナガカワトビケラ
幼⾍は⽯の間に網を張って、流れてくる粒状の有機物
を⾷べることで川の浄化に役⽴っている移動します。

⽯の隙間

早瀬の⽯の表⾯

⼤きな岩の下

⽔しぶきが当たる
⾶沫帯



奥裾花峡谷でみられる特殊な生き物



ヒゲナガカワトビケラの幼⾍珍味「ザザムシ」

カワネズミの糞
岩の下の隙間などで、強烈なニオイ
の「ため糞」をします。

カワネズミの糞に含まれていた川⾍
（カワゲラ類の脚）

カワネズミ
渓流を⾃在に泳ぎ、川⾍などを⾷べます。ネズミと
つきますが、モグラの仲間です。

カワゲラの幼⾍ ヘビトンボの幼⾍

川虫を食べる





ブナの “うろ” オオチャイロハナムグリ

ミズバショウ

イワナ

クロサンショウウオ

フジアザミ

オオハンミョウモドキ

カワネズミ

モリアオガエル

クロサワツブミズムシ

オオカサスゲ

ノギカワゲラ

オオルリボシヤンマ

ミネトワダカワゲラ

ブナの原⽣林
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